
検査員の現場報告2

7

落雷による高圧停電事故発生!!
鶴岡事業所 青山 史典

受電設備に落雷があり、高圧停電事故になった事
例をご紹介します。

〔状況〕
１月中旬の朝、お客さまより電気事故受付セン
ターに「建物内が全停電している」との連絡があり
出動しました。出動前にお客さまに連絡したところ、
電灯回路と動力回路どちらも電気が使えないとのこ
とでした。高圧事故を想定し、同僚と２名で復旧に
必要な試験器を車両に積み込み出動しました。

〔調査〕
事故受付の約30分後にお客さまに到着し、受電柱
と受電設備内を確認したところ、受電柱に設置され
ている高圧区分開閉器の開放と受電設備内の主遮断
器の開放、そして変圧器・コンデンサ用の高圧ヒュー
ズが溶断していることを確認しました。さらに、計
器用変圧器に焼損した跡を発見しました。

〔原因〕
前日の夜は激しい雷雨だったため、落雷により受
電設備内の機器を焼損させたものと推測しました。

〔復旧〕
お客さまより、「営業時間が迫っているため急いで
復旧してほしい」とのご要望がありましたが、現場
で状況を説明し、営業時間までの復旧は難しいこと
をお伝えしました。お客さまにご了承いただいたも
のの、より早く復旧するため、事業所から作業員１
名を手配のうえ増員して復旧作業にあたりました。
復旧作業としては、溶断した高圧ヒューズを予備
の物に交換のうえ、焼損した計器用変圧器を一旦取
り外して仮復旧し、その他機器の外観点検及び絶縁
耐力試験を行い異常がないことを確認しました。配
電線の監視のため東北電力ネットワークに連絡のう
え高圧区分開閉器を投入し、現場到着から約４時間
後に仮復旧しました。後日、電気工事店に焼損した
箇所の設備を改修していただき、本来の状態に戻し
復旧となりました。

〔お客さまの声〕
お客さまより「営業時間には間に合わなかったが、
早めに復旧してもらってありがとうございました」
と感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、雷による停電ということでなかな
か防ぐことが難しい事故だったと思います。このよ
うな場合は、仮設の発電機等で対応するか、人員を
増やして復旧にかかる時間を短くすることが必要と
なります。今回は、お客さまに予備のヒューズが備
え付けてありましたので、その分手配に要する時間
は短縮できました。お客さまには、早期復旧のため
に受電設備内に予備のヒューズを配置していただく
ことをお勧めしています。

焼損した計器用変圧器とその周辺




